
　現在全国的に集落の高齢化や混在化の進行により、農地や農業用水などの資源を守る地

域のまとまりが弱まってきております。このような状況下で、農村環境を地域ぐるみで保

全し、故郷の農村風景を守っていくことを目的として実施されている、農地・水保全管理

支払交付金事業（旧農地・水・環境保全向上対策事業）も今年で５年目に入りました。

　本町では、８つの集落が本事業に取り組み、農道の補修や除草・用水の泥上げ等を共同

で実施することにより、農村環境資源を保全するだけでなく、集落の結びつきが強まるこ

とにもつながっております。また、昨年の東日本大震災により被災した農業用施設のうち

簡易な箇所は、本事業の一環として集落の自主施行により復旧されました。

　本事業は、農村環境資源を魅力あるものにするために、農地や農道等を利用した花の植

栽等の景観形成も行っており、取組の一部を紹介します。


